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バッハのオルガン作品の中でも、わたしが最も愛好

する、またおそらく多くのオルガニスト、愛好家にも

人気の高い曲と思われるこの曲についいて、音型が何

を象徴するかという視点から見てみると、多くのこと

が教えられ、結論は表題のようになると解釈できるの

で、以下説明をいたします。 

  東京バッハ合唱団の定期演奏会が、5 月 30 日（荻窪

教会）と 6 月 2 日（三崎町教会）の 2 回にわたって開

催され、いずれも補助椅子を出す大盛況でした。 

ご来場のみなさま、各会場の関係者各位に心より御

礼申しあげ、またご出演のみなさまのご努力には最大

の謝意をお伝えします。ありがとうございました。 

両会場とも、当日の様子は、以下の「ご来場者アン

ケート」からご想像いただけると思います。 

何よりも、今回のステージで、J.S.バッハの合唱音

楽を、見事に造形してくださった山本悠尋先生には心

の底からの敬意とお祝いを申し上げます。 

ここに、合唱団の第 2 楽章が、無事にスタートした

ことを報告いたします。 

 

 

 

 

 

 

ご来場者ア

ンケート 

 

◆荻窪教会 

（5月 30日） 
 
（1）演奏全般に

ついて 

・個性的で面白

い曲が多く、聴

いていて飽きな

かった。カンタ

ータ 10 番が特

に良かった。 

・とてもよかっ

た。とっても、とお～っても!!!!!!!!!! 

・全員がリラックスしており、カンタータに没入でき

ました。 

・コーラス、厚みがあって良かった。 

・生で演奏される、歌われる、その力強さを実感しま

した。 

・指揮者も合唱団もソリストも大変良い。もちろんオ

ルガンとオーケストラも。 

・知らない曲ばかりでしたが、良かったです。ありが

とうございました。 

・想像以上の迫力と、響きとハーモニーを伴って、楽

しかった。私の体調不良で十分な理解とは言えません

が、貴合唱団が素晴らしいものであるかを知りました。 

・小さい教会ながら、パイプオルガンがあるのに驚き

ました。最初のコーラスから響きの美しさ、壮大さに

圧倒されました。 

・とても良かったです。 

・男声と女声のバランスがいいと思いました。指揮者

がお若くハンサムなのでびっくり！ 素晴らしい演奏

を、無料でありがとうございます。 

バッハ・カンタータを堂々と造形、山本悠尋氏の指揮デビュー 
第 124 回定期演奏会 終了 
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＜終了報告＞ 

第 124 回定期演奏会 

― J.S.バッハ日本語演奏・大村恵美子訳詞 ― 

カンタータ第 20 番《雷の言葉 おお なんじ永遠よ》 

カンタータ第 196 番《主は覚えたもう われらを》 

カンタータ第 51 番よりアリア〈全地よ歓呼せよ み神に〉 

カンタータ第 10 番《わが魂 主をあがめ》 

―2 回公演― 

◆荻窪教会、2026 年 5 月 30 日 14:00 開演 

◆三崎町教会、同 6 月 6 日 14:00 開演 

―演奏者― 

・指揮：山本悠尋（やまもと・ゆきひろ） 

・ソプラノ：藤原優花   ・アルト：中島麻紀子 

・テノール：野中裕太   ・バス：加野喬大 

・管弦楽：ＡＲＳ(コレギウム･アルモニア･スペリオーレ･

ジャパン)  

・オルガン：田尻明葉   ・合唱：東京バッハ合唱団 
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■指揮・山本悠尋氏。2026/6/6、三崎町教会 
（写真・Maaserhit Honda） 
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（2）日本語演奏について 

・内容、意味がよくわかるので、日本語で歌うのは良

いと思います。 

・日本語わかりました。日本語で歌うのが上手なソリ

ストが増えてきたのでしょうか?! 

・メロディとマッチして、自然な流れです。 

・ソリストは粒が揃うと良い。アルトが良かった。 

・日本語という違和感がなく、ちゃんとはまっている。 

・はじめて日本語でバッハをきいた気がします。とて

も心にひびくと感じました。 

・内容が理解できることがとても大切だと感じていま

す。バッハを身近に感じられ、毎回楽しんでおります。 

・良いと思う。年老いているので×××（読めず）が

明快に理解はできない。 

・意味が解らずに聞くよりも親しめました。 

・ソロのパートは分かりやすいですが、合唱になると、

日本語も独語も変わりない？ でもところどころ日本

語が分かるのは、やはり良いと思います。 

（3）運営・会場等について 

・新しく就任された指揮者を始め、ソリスト、合唱の

方々、すべてすばらしかったです。 

・エアコン、もう少し強くしてほしかった。休憩後少

し暑かった。奏者はもっと暑かったのでは？ と心配し

てしまいました。牧師さんのお話をきいて、来年はも

っと快適温度で聴けること期待してます。 

・ありがとうございました。 

・すこーし、会場が暑かったんじゃないかと思う。 

・コンパクトな教会での演奏会は、音楽の内容も身近

に感じられ、迫力もあり、楽しめます。 

・演奏者と聴衆の距離が近くていいですね。オーケス

トラとプロのソリストが入ってすばらしい演奏です。

チラシの地図、サンジェルマンが違うお店になってい

たように思います。大村先生のお元気なお姿を拝見で

きてうれしかったです！ 

・世田谷区内での公演実現を楽しみにしております。

期待をこめて、後援会に入会致します。 

（4）何で知ったか？ 

友人/知人から…4  ウエブサイトから…2  音楽会場

でチラシ…2  家族が団員、元団員、合唱団から…各 1 

（5）何回目 

数回以上…3  初めて…5  2 回目…1 

 

◆三崎町教会（6 月 6 日） 

（1）演奏全般について 

・音量・迫力に驚く。ひろすぎる会場より納得がいく。

これが本来の演奏スタイルなのかも知れない。技術的

にも問題なし。特にテノールが良い。 

・すばらしかったです。 

・とても良かった。 

・Bach の空が見えるようでした。 

・日本語での上演は初めてで、とても素晴らしい。聖

句がストレートに伝わって来ます！ また、詳細な解説

で、よりカンタータの内容が理解できます。 

・最高レベルの演奏だと感じました。 

・美しい音楽に心が洗われる思いでした！ 

・アットホームでした。 

・午後のひととき、バッハのカンタータ、幸せな時間

を過ごさせて頂きました。 

・すばらしい 

・すばらしい!! の一言です。日頃の鍛錬を感じました。 

・初めて聴いた曲ですが、堂々と讃美されていてすば

らしかった。 

・楽しく聴かせていただきました。 

・よかったです。 

・会場の後の方まで声が聞こえた。大変すばらしい歌

声だった。 

・静寂なところで鑑賞させて頂き、ありがとうござい

ます。 

・昨年に続き聴かせていただきました。大村先生がい

らっしゃらなくても、素晴らしい演奏でした。 

・すばらしい!! 

・とても素晴らしかった。 

・鋭角的なアーティキュレーションが印象に残りまし

た。日本語のアタックが明瞭になりきれないところで、

演奏面（器楽）のするどいアタックは必須のような気

がします。トランペット熱演でした。 

・すばらしかったです。 

・演奏、独唱、合唱、全てが素晴らしいの一語に尽き

ます。 

・山本さんが大村先生を引き継ぎ、新たなスタートを

きられたことを、お喜びもうしあげます。山本さんの

声楽家らしい、はつらつとした指揮に、大いに期待し

ております。 

・とてもすてきでした。 

・よかった 

・日本語での理解が深まった。 

・素晴らしかったです!!! 

（2）日本語演奏について 

・特に違和感はなかった。良いと思う。 

・バッハはドイツ語で歌ったことがあるが、日本語は

初めてでしたが良かっです。 

■荻窪教会 2026/5/30（写真・松尾茂春） 
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・よく歌詞がわかりました。 

・分かりやすいのは、やはり良いことです。 

・すばらしいの一語に尽きます。 

・‟日本語演奏”ということにひかれて参りました。 

・歌詞がスッと入ってくるのは、味わい深さが増すと

感じました 

・尊い言葉を、演奏で聴きました。 

・聖書そのものの馴染みがないため、よく意味がわか

らないところも、礼拝と演奏の組み合わせならより良

かった。 

・よく分かりました 

・すばらしい。一語一語を追い、バッハの作曲を思い

ました。 

・意味が良くわかってよかった。 

・昔、よく上野の石橋メモリアルホールで、聴かせて

いただきました。 

・とりわけ、51 番が新鮮でした。 

・日本語がはっきりわかった。 

・気持ちが和らぎます。 

・判りやすい → 心にしっかり届きました!! 

・器楽の鋭い表現と日本語のバランスがとれているよ

うな気がしました（やんわりと歌うパートを、器楽が

ガッチリとさせる感じ）。日本語は母音が明瞭に聞き取

れない所がある気がしますが、それは音響的に難しい

と思いますが、それを補うために、器楽が鋭くフォロ

ーするイメージが良いような気がします。 

・バッハのカンタータが身近に感じられました。 

・意味が分かるのはいいですね 

・大村先生のすばらしいお仕事と思う。 

・聖書の訳によって戸惑いがあったが、全体的にはＯ

Ｋ 

・Good！ 

（3）運営・会場等について 

・良い環境です。当方、J. J.フローベルガー＆アント

ン・ブルックナーに心酔しております。 

・音響も良く、堪能いたしました。 

・駅から近いのが嬉しい。そして立派な教会ですね。 

・運営スタッフの方々は、みな親切で感じが良かった

です。会場もきれいで、広すぎず、アットホームな雰

囲気で、癒されました。ありがとうございました。 

・あたたかい演奏会で、とても豊かな時を過ごせまし

た。どうもありがとうございました！ 

・整然と佳いご案内で良かったです。 

・続けてください。 

・パンフレットがわかりやすい。 

・全く問題なしでした。 

・みなさま、ありがとうございました。 

・1Ｆ入り口に案内係がいるといいです。 

・行きとどいていた。 

・ソプラノカンタータ（51 番）は、ぜひ全曲を聴いて

みたい。 

・コラールは讃美歌番号を付記しては？ 

・会場は親しみを感じた。近さがよい。 

・これを無料なのは凄いと思いました。もっとみなさ

んをお誘いすればよかったです。 

（4）何で知ったか？ 

友人/知人から…9  音楽会場でチラシ…7 

当合唱団から…5  新聞/雑誌等で…3（内「ぶらあぼ」

2）  家族から、ウエブサイトで…各 1 

（5）何回目 

初めて…14  数回以上…9  2 回目…2 

  

定期演奏会への初参加 

溝田 誠（団員、テノール） 

初めまして、テナーで今年の一月から参加させて

いただいております溝田誠と申します。 

以前この楽団に Vn 演奏で参加されていた方から

の紹介で、一昨年のクリスマスに荻窪教会での「シ

ングイン」の演奏会で初めてバッハの音楽に「合唱」

で参加した事がきっかけです。 

合唱の経験は高校時代の頃の一時期のみで入団

までは考えておりませんでしたが、昨年の定演、年

末の「クリスマス・コンサート」を聴き、参加した

い思いが深まりました。決心に約一年を要しました

が入団の条件としての「バッハが好き」の言葉に救

われた次第です。 

荻窪教会は「私にとって日本で一番住みたい場

所」である杉並区の静かな住宅地の中にあり、心地

よいサイズで家庭的な雰囲気を感じるこの教会で

毎週バッハのカンタータを歌えることに、大村恵美

子先生、指揮者はじめ演奏に関わる全ての皆様、後

援会の皆様に深く感謝申し上げます。 

今回の定演初参加で歴史、伝統のある東京バッハ

合唱の一員になれた事を実感し嬉しく思います。 

これからもよろしくお願い申し上げます。 

【編集後記】7 月 1 日は団の創立記念日です。64 年前の

この日、カンタータ第 1 番の譜読みを始めた、と『東京

バッハ合唱団 三十年の歴史』（ｐ.20）にあります。〈あ

したに輝く たえなる星よ……〉。当日までに、本紙、山

本新体制発進のご報告が、お手許に届きますように！ 

■三崎町教会 2026/6/6（写真・Maaserhit Honda） 
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 「クーデター」という言葉で何を連想するだろうか。 

どこかの国で、軍が政府を転覆するという出来事？ 

企業で一部の重役たちが結束して、社長とその一派を

失墜させる騒ぎ。いずれにしても、支配層の一部勢力

が、権力を握る人物やグループを不意打ちし、追い落

とそうとする劇的な動きを表すのに使われる言葉だ。 

もともとはフランス語で、直訳すれば「国家の一撃」

である。「国家への一撃」ではない。それもそのはず、

もともとの意味は逆だった。 

つまり国家や権力者に対して加えられる一撃では

なく、国家が社会に加える一撃。 

17 世紀のフランスで活躍したガブリエル・ノデとい

う思想家がいる。当時の大知識人のひとりで、近代的

な図書館の仕組みを考案した司書の元祖みたいな人で

もある。彼の著書に『クーデターについての政治的省

察』という論考がある。初版がたった 12 部。そのころ

の欧州でも初版はふつう 1000 部から 1500 部くらい印

刷されたというから、異様に少ない。あえて少なくし

た。それにはわけがある。 

テーマは国家統治の要諦。ノデは、うまく統治する

には「クーデターが必要」と説いている。この場合、

もともとの意味で使われている。つまり「国家が社会

に与える一撃」。 

君主や宰相は道徳や法を尊重しているだけではだ

め。大衆をだまし、ごまかし、時には暴力的手段も使

えという。大衆は「動物の 100 倍も愚か」で、「本能に

従うだけの動物とちがって頭を働かせるからなおさら

始末が悪い」。だから時にいきなり打撃を加えて揺さぶ

らなくてはならないというわけだ。「隠し、偽ることが

できない者は、統治することもできない」と言い切る。 

こんな本、だれにでも読ませるわけにはいかない。

特に大衆には秘密にしなければ。ターゲットは権力者

階級の限られた読者だけ。だから「12 部限定」だった。 

さて近年、私たちは国家や政治指導者たちからの一

撃を食らいっぱなしではなかろうか。だまされ、ごま

かされ、時には暴力的手段も使われるまま。 

指導者たちは、毎日のようにメディアにも登場する。

今は、彼や彼女のやり口は「12 部限定」で秘密になっ

ているどころか、丸見え。ところが、支持率はなかな

か下がらない。私たちはほんとうに「動物より 100 倍

も愚か」になってしまったのか。 

先日、新聞社で同期だった友人、川上泰徳氏の講演

会を松本市で開いた。中東が専門で、今もフリージャ

ーナリストとして活躍、現場にも通っている。パレス

チナやイランの現状と背景について話してもらった。 

100 人あまりが聴きに来てくれた。 

その中で、考えさせられたのは「壁の内側」という

話だ。パレスチナの人々は簡単に逃げ出せない狭い地

域で、日々、イスラエルからの爆撃や迫害による命の

危機にさらされている。壁の「内側」に閉じ込められ

ているといえる。しかし彼は、壁の「内側」にいるの

はむしろイスラエル人たちだ、という。 

この 3 年間、自分たちの軍隊がガザへの爆撃などで、

2 万人以上の子どもを含む、計 7 万人以上のパレスチ

ナ人を殺害したこと、占領地のヨルダン川西岸地区で

もパレスチナ人が苦労して建設した小学校や病院をは

じめ、生活の基盤を徹底的に破壊し続けていること。

彼によると、こんな理不尽な自国の振る舞いをイスラ

エルの一般市民はほとんどわかっていないという。そ

れどころか、パレスチナ人は、イスラエル人の皆殺し

を企んでいると思い込んでいる人も多い。 

政府も国内メディアも現場の実態をほとんど伝え

ないからだ。外の情報から遮断された壁の「内側」で

暮らしていると指摘する。 

彼は、さらに「けれども、自分たちに都合のいい物

語の中に閉じこもっているのはイスラエル市民だけだ

ろうか」と参加者に問いかけていた。米国人も日本人

も……。 

ノデは、大衆をたぶらかす方法について論じる中で、

ある伝承話に触れている。 

むかし、プサフォンという男が、人々に自分のこと

を神だと信じさせるために一計を案じた。無数のイン

コやオウムを集めて、「プサフォンは神だ」という台詞

を覚え込ませた。そして一斉に放ち、この言葉が空か

ら人々の上から降り注ぐようにした。 

今も、おびただしい数のインコやオウムが飛び交っ

ている。イスラエル人だけでなく、たぶん私たちの頭

上にも。 

（団友・後援会員、元朝日新聞記者） 

＜連載随想＞  

退屈するのはいそがしい［65］ 
  

 クーデター 
 

安曇野閑人 大野  博人  
 

■川上氏の講演会のチラシ。写真は破壊された学校の前に立つ

パレスチナの子どもたち。川上氏が現地で撮影した。 

（写真提供と説明・筆者） 


